
研
究
生
活
四
〇
余
年

井

上

正

こ
の
た
び
、
奈
良
大
学
を
去
る
に
際
し
、
『
文
化
財
学
報
』
の
貴
重
な
紙
面
を
割
い
て
、
私
の
著
作
目
録
を
載
せ
て
下
さ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
最
終
定
年
に
至
ら
な
い
段

階
で
の
、
身
勝
手
な
転
職
で
あ
る
の
に
、

こ
の
よ
う
な
御
厚
情
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な

っ
た
の
は
、
水
野
正
好
学
長
を
は
じ
め
ひ
と
え
に
文
化
財
学
科

の
皆
さ
ん
の
あ
た

た
か
い
お
心
づ
か
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
有
難
い
こ
と
で
あ
る
。

四
〇
年
を
越
え
る
研
究
生
活
の
な
か
で
、
世

に
誇
る
に
足
る
よ
う
な
著
論
は
見
当
ら
な
い
が
、
奈
良
大
学
に
在
職
し
た
八
年
間
は
、

そ
れ
ま
で
の
断
片
的
な
知
識
の
集

積
を
繋
ぎ
な
が
ら
、
大
局
観
を
形
成
し
た
時
期

で
あ

っ
た
。
授
業
中
の
大
き
な
画
面
と
な
る
ス
ラ
イ
ド
は
、
し
ば
し
ば
私
に
誤

っ
た
思

い
込
み
を
訂
正
さ
せ
、

作
品
に
対

す
る
評
価
を
定
着
さ
せ
た
。
教
壇
は
そ
の
ま
ま
試
論
を
育
く
む
場
で
あ
り
、
ま
た
反
省
の
機
会
を
与
え
る
時
間
で
も
あ

っ
た
。
学
生
や
聴
講
生
諸
君

の
真
摯
な
学
習
態
度

が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

振
り
か
え

っ
て
み
る
と
、
い
く

つ
か
の
私

の
試
論

の
形
成
に
際
し
て
は
、
多
く
の
先
生
や
先
学
た
ち
の
学
恩
を
蒙

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
方
が
た

へ
の
謝
恩

の
意

味
を
籠
め
て
、
研
究
生
活
四
〇
余
年
を
振
り
か
え

っ
て
み
た
い
と
思
う
。
目
録
は
索
引
と
し
て
は
有
用
で
あ
る
が
、
無
味
乾
燥
な
羅
列
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
あ
る
。

そ
こ
に
大
小
強
弱
の
印
を
打
ち
、
線
引
き
す
る
な
ど
し
て
は
じ
め
て
個
人
の
研
究
歴
に
血
が
通

っ
て
来
る
。
以
下
、
職
場

(
一
部
在
学
を
含
む
)
別
に
四
期

に
分
け
て
回

想
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

0

東
京
大
学

(在
学
期
間
を
含
め
十
三
年
間
)

⇔

文
化
財
保
護
委
員
会

(四
年
間
)

口

京
都
国
立
博
物
館

(二
〇
年
間
)

四

奈
良
大
学

(八
年
間
)
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よ
し
も
り

昭
和
二
十
五
年
、
東
京
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
学
科

(美
術
史
専
攻
)
に
入
学
、
主
任
教
授
矢
崎
美
盛
先
生

の
芸
術
学
を
踏
ま
え
た
講
義

に
感
銘
を
受
け
る
。

そ
の

ゆ
た
か

ほ
か

、

田

沢

坦

先

生

の

「
日
本

彫

刻

史

」
、

富

永

惣

一
先

生

の

「
ギ

リ

シ

ャ
美

術

史

」
、

小

山

富

士

夫

先

生

の

「
東

洋

・
日

本

陶

磁

史

」

が

あ

っ
た

。

田

沢

・
富

永

両

先

生

は
戦

前

と

同

じ

ガ

ラ

ス
板

の

モ

ノ
ク

ロ
ス

ラ
イ

ド

で
あ

っ
た

が

、

小

山

先

生

は
当

時

と

し

て

は
新

し

か

っ
た

カ

ラ

ー

フ

ィ

ル

ム

の
鮮

明

な

ス

ラ

イ

ド

を

使

わ

れ

た

。

そ

の

か
ず
ち
か

ほ
か
記
憶
に
あ
る
も
の
だ
け
を
あ
げ
る
と
、
考
古
学
で
は
駒
井
和
愛
先
生
の

「漢
代
の
文
化
」
、
「樂
浪

・
遼
東
の
文
化
」
、
杉
勇
先
生
の

「
エ
ジ
プ
ト
王
朝
時
代
の
文
化
」
、

「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
文
化
」
な
ど
を
聴
く
。

む
ね
も
と

矢
崎
先
生
は
胃
ガ

ン
の
た
め
早
逝
、
学
部
最
後

の

一
年
間
は
、
柳
宗
玄
さ
ん

(助
手
)
や
町
田
甲

一
さ
ん

(
の
ち
東
京
教
育
大
学
)
の
代
講
が
行
わ
れ
た
。
二
年
の
時
、

矢
崎
先
生
の
演
習
で
、
玉
虫
厨
子
の
文
様
が
割

り
当

て
ら
れ
、
そ
の
発
表
が
も
と
と
な

っ
て
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
は

「
飛
鳥
文
様
の
源
流
」
と
な

っ
た
。

学
部
卒
業
後
、
特
別
研
究
生
と
し
て
三
力
年

旧
制
大
学
院
に
在
籍
、
そ
の
後
深
井
晋
司
助
手
の
あ
と
を
受
け
て
七
年
間
助
手
を

つ
と
め
た
。

そ
の
頃
病
気
が
ち
で
、
肺

結
核
で
大
学
院
の
最
初
の

一
力
年
を
休
学
、
助
手

の
最
後
の
ニ
カ
年
を
休
職
と
す
る
な
ど
合
わ
せ
て
一ニ
カ
年
の
療
養
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
頃
は
研
究
者
と
し

せ

と

き
わ

て
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際

で
あ

っ
た
。

い
つ
し

よ
し

お

矢
崎
先
生
亡
き
あ
と
、
主
任
教
授
は
吉
川
逸
治
先
生

(西
洋
美
術
史
)
に
替
り
、
新
制
大
学
院
の
設
置
と
と
も
に
、
東
洋
文
化
研
究
所

の
米
沢
嘉
圃
先
生

(中
国
絵
画

い
ち
ま
つ

史
)
が
併
任
教
授
と
な
ら
れ
、
の
ち
山
根
有
三
先
生

(日
本
絵
画
史
)
が
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
た
。
こ
の
三
先
生
の
講
義
の
ほ
か
、
田
中

一
松
先
生

の

「
日
本
絵
画

史
」、
松
本
栄

一
先
生

の

「
日
本
彫
刻
史
」
な
ど
、
講
義
や
見
学
を
通
し
て
実
に
数
多
く
の
先
生
方
の
作
品
を
観
る
眼
と
学
風
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
今

に
し

て
み
る
と
実
に
得
難
い
体
験
で
あ

っ
た
。

か
ん

こ
の
間
、
調
査
や
乾
板
に
よ
る
写
真
撮
影
、

さ
ら
に
暗
室

で
の
現
像
、
紙
焼
き
処
理
、
そ
し
て
そ
の
後
の
台
紙
貼
り
か
ら
分
類
整
理
に
至
る
ま
で
、

深
井
晋
司
助
手
の

懇
切
な
指
導
を
受
け
た
。
こ
れ
は
当
時
の
美
術
研
究
所

(
の
ち
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
)
の
方
式
に
倣

っ
た
も
の
で
、
後
の
京
都
国
立
博
物
館
資
料
室
長
時
代
の
資
料

収
集
と
整
理
に
役
立

っ
た
。
ど
ち
ら
も
無
に
近

い
状
況
か
ら
の
収
集

で
、
閉
さ
れ
た
個
人
研
究
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
研
究
機
関
と
し

て
皆
が
使
え
る
か
た
ち
の
公

的
な
資
料
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

た
け
し

一
方
、
当
時
久
野
健
さ
ん

(東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
)
が
進
あ
て
お
ら
れ
た
関
東
地
方

の
仏
像
調
査
に
参
加
、
実
地
で
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

(著
11
)、
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た
た
し

自
ら
も
水
野
敬
三
郎
さ
ん
や
稻
垣
直
さ
ん
、
時

に
は
山
口
徹
さ
ん
な
ど
数
人
の
学
生
の
参
加
を
得
て
、
関
東
地
方
や
近
畿

の
仏
像
調
査
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。

一
方
、
大
学
の
近
辺
の
西
片
町
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
丸
尾
彰
三
郎
先
生

(も
と
文
部
省
鑑
査
官
)
を
水
野
敬
三
郎
さ
ん
な
ど
と
と
も

に
し
ば
し
ば
お
訪
ね
し
、
深
夜

に

及
ぶ
ま
で
、
手
厚
い
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
病
が
癒
え
た
頃
し
ば
ら
く
、
東
京
都
の
社
寺
悉
皆
調
査
に
参
加
し
た
り
、
京
都
や
地
方

の
各
地

で
行
わ
れ
て
い
た
美
術
院

た
け
し

国
宝
修
理
所
の
仏
像
修
理
を
見
学
出
来
た
の
も
先
生
の
お
蔭
で
あ
る
。
ま
た
、
野
間
清
六
先
生

(東
京
国
立
博
物
館
)
や
小
林
剛
先
生

(奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
)

に

も
御
指
導
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ

っ
た
。

最
初
の
論
文

「
飛
鳥
文
様

の

一
系
列
」
(論

1
)
は
、
卒
業
論
文

の

一
部
を
ま
と
あ
た
美
術
史
学
会
で
の
口
頭
発
表
を
骨
子
と
し
た
も
の
で
、
米
沢
嘉
圃
先
生
が
大
幅
な

削
除
を
指
示
さ
れ
、
そ
の
あ
と
を
吉
川
逸
治
先
生
が
細
か
く
手
を
入
れ
て
、

フ
ラ
ン
ス
式
の
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
下
さ

っ
た
。
以
後
文
様
史
は
生
涯

の
関
心
事
と
な

っ
た

が
、
米
沢
先
生
か
ら

「文
様
史

で
は
食
え
な
い
よ
」
と
い
わ
れ
、
以
後
彫
刻
史
を
主
と
し
、
文
様
史
を
従
と
す
る
こ
と
と
し
、
丸
尾
先
生

の
お
す
す
め
も
あ
り
、
藤
原
彫

刻
史
を
か
た
め
て
み
よ
う
と
思
い
立

っ
た
。

藤
原
彫
刻
史
研
究

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
頂
点
期
を
形
成
し
た
仏
師
定
朝
の
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
確
か
な
作
例
は
天
喜
元
年

(
一
〇
五
三
)

の

平
等
院
鳳
鳳
堂
阿
弥
陀
如
来
像

一
点
の
み
、
し
か
も
定
朝
没
後

一
世
紀
余
り
は
、
彼
の
晩
年
様
式
の
模
作
が
流
行
し
、
定
朝
様
と
呼
ば
れ
る
画

一
的
な
作
風
が
大
勢
を
占

め
た
時
代

で
あ
る
。
ぼ
ん
や
り
観
て
い
る
の
で
は
、
み
な
同
じ
よ
う
に
見
え
て
歯
が
立
た
な
い
。
彫
刻
作
家
と
し
て
の
定
朝
の
実
像
を
と
ら
え
る
に
は
、

そ
の
前
後

の
作

例
を
確
定
し
、
挟
み
打
ち
に
す
る
よ
う
に
し
て
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
上

で
、
中
央
作

の
丈
六
像
を
中
心
に
調
査
を
進
め
る

こ
と
と
な

っ
た
。

滋
賀
県
安
土

の
浄
厳
院
阿
弥
陀
如
来
坐
像

(論

2
)
は
、
飛
天
光
背
、
台
座
、
天
蓋
を
具
え
た
定
朝
様

の
典
型
作
で
、
指
定
品
で
あ

っ
た
が
新
資
料

に
近
い
存
在

で
あ

っ

た
。助

手
時
代
は
、
調
査
に
よ
る
資
料
の
集
積
は
増
え
て
い

っ
た
が
、

一
向
に
確
た
る
業
績
も
挙
げ
得
ず
、
精
神
的
に
苦
悶
の
時
期
で
あ

っ
た
。
米
沢
先
生
は
そ
の
こ
と
を

心
配
さ
れ
、
何
で
も
よ
い
か
ら
研
究
史
を
ま
と
め
な
さ
い
と
言
わ
れ
、
多
少

の
説
も
加
え
て

「中
宮
寺
半
珈
思
惟
像
に
つ
い
て
」
(論
5
)
を
執
筆
し
た
。
病

に
倒
れ
、
左

肺
の

一
部
を
切
除
し
て
退
院
し
た
後
は
、
自
宅

か
ら
徒
歩

で
通
え
る
ほ
ど
の
至
近

の
位
置
に
あ

っ
た
世
田
谷
鳥
山
の
国
華
社
に
週
二
日
ア
ル
バ
イ
ト
に
通
い
、
彫
刻

の
特

集
号

(八
〇
〇
号
)
を
編
集
し
た
。
病
後
で
遠
方

へ
の
調
査
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
た
資
料
を
も
と

に
、
「
遍
照
寺

の
彫
刻
と
康
尚
時
代
」

(論
7
)、
「法
界
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」
(論
6
)
、
「浄
瑠
璃
寺
九
躰
阿
弥
陀
如
来
像
の
造
立
年
代
に
つ
い
て
」
(論
15
)
な
ど
を
相
次
い
で
執
筆
し
た
。
完
壁
な
論
を
目
指

す
余
り
論
文
の
書
け
な
か

っ
た
頃
が
嘘
の
よ
う
に
思
え
た
。
論
文
と
は
中
間
報
告

で
よ
い
の
だ
と
私
な
り
に
得
心
し
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
る
。
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日
本
美
術
史
の
概
説
は
そ
の
頃
、
仏
教
美
術

以
前
の
縄
文

・
弥
生

・
古
墳
時
代
を
除
い
て
執
筆
さ
れ
る
の
が

一
般
的
傾
向

で
あ

っ
た
。

こ
の
偏
向
を
正

そ
う
と
い
う
考

え
方
に
立
ち
、
吉
沢
忠
先
生

(国
華
編
集
委
員
)
を
中
心
に
、
長
谷
部
楽
爾
、
井
上
章
、
水
尾
比
呂
志
、
水
野
敬
三
郎
、
杉
山
二
郎
、
石
田
尚
豊
な
ど
の
諸
兄
と
と
も
に
、

日
本
原
始
美
術
研
究
会
を
結
成
し
、
美
術
出
版
社
の

一
室
で
時
に
考
古
学
の
研
究
者
の
話
を
聴
い
た
り
し
な
が
ら
毎
月
研
究
会
を
開
い
た
。
そ
の
結
果
を
、
『
美
術
手
帖
』

に

一
年
間
、
毎
号
執
筆
者
を
定
め
て
掲
載
し
た
。
「原
始
美
術

へ
の
照
明
」
(論
13
)
は
そ
の
総
論
、
「
直
弧
文
の
成
立
」
(論
14
)
は
、
学
部
で
の
駒
井
先
生

の
講
義

で
聴

い
た
漢
代
の
厚
葬

「
黄
腸
題
湊
」
論
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
論
を
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
国
華
誌
上
に
始
め
て
縄
文
土
器
や
土
偶
の
図
版
が
掲
載

さ
れ
、
美

術
史
研
究
者
に
よ
る
解
説
が
附
さ
れ
た

(論
10
～
12
)
。
昨
今
で
は
美
術
史
概
説
に
仏
教
美
術
以
前
の
叙
述
は
不
可
欠
と
な

っ
て
い
る
。

二
の
ふ

お

休
職
ニ
カ
年
の
間
に
、
新
し
く
辻
惟
雄
さ
ん
が
助
手
と
な
ら
れ
、
病
は
癒
え
た
が
職
が
な
い
と
い
う
切
迫
し
た
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
諸
先
生
方

の
奔
走
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
適
当
な
職
が
な
く
、
文
化
財
保
護
委
員
会
事
務
局
美
術
工
芸
課
の
工
芸
品
修
理
の
部
門
に
空
席
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
教
官
職
か
ら
技
官
職
に
転
ず
る
こ
と

た
か
あ
き

と
な

っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
当
時
の
美
術
工
芸
課
長
は
同
郷

(信
州
飯
田
市
)
の
中
学
の
先
輩
松
下
隆
章
先
生
で
あ

っ
た
。
自
宅
と
松
下
家
と
は
半
粁

ほ
ど
し
か
離
れ

て
い
な
い
。
論
を
好
む
信
州
人
同
志
は
、
課
長

の
デ
ス
ク
を
は
さ
ん
で
よ
く
議
論
を
し
た
。
「神
護
寺
の
薬
師
は
、
あ
れ
は
呉
道
玄
だ
よ
」
と
い
う
突
拍
子
も
な
い
観
点
を

耳
に
し
て
驚
い
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。
そ
の
真
意
に
思
い
当

っ
た
の
は
十
五
年
も
後

の
こ
と
で
あ

っ
た

(著
36
)。

文
部
省
六
階
の
大
部
屋
は
、
大
学
の
研
究
室
と
は
お
よ
そ
雰
囲
気
が
異
な

っ
て
い
て
戸
惑

っ
た
が
、
松
下
先
生
は
月

一
回
の
勉
強
会
を
提
唱
さ
れ
、
多
く

の
発
表
を
聴

い
た
。
当
時
彫
刻
の
調
査
部
門
に
は
倉
田
文
作
、
田
辺
三
郎
助
の
両
氏
、
同
じ
く
修
理
部
門
に
は
西
川
新
次
、
西
川
杏
太
郎
の
両
氏
が
お
ら
れ
た
。
修
理
部
門

の
絵
画
は

と
も

や

よ
し
や
す

浜
田
隆
、
渡
辺
明
義
の
両
氏
、
工
芸
部
門
は
鈴
木
友
也
氏
と
私
、
収
蔵
庫
担
当

で
田
中
義
恭
氏
が
お
ら
れ
た
。
み
な
学
を
好
む
青
壮
の
徒
ば
か
り
で
、
行
政
臭

の
漂
よ
う

環
境
の
な
か
で
、
作
品
に
対
す
る
論
は
絶
え
な
か

っ
た
。

　

　

　

 

在
職
四
力
年
の
間
に
、
尾
崎
元
春

(調
査
)
先
生
と
鈴
木
友
也
氏
か
ら
、
実
物

に
つ
い
て
工
芸
の
い
ろ
は
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
担
当
す
る
修
理
物
件

に
つ

い
て
は
施
工
す
る
技
術
者
か
ら
も
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ゼ

ロ
か
ら
の
出
発

で
あ
る
だ
け
に
さ

っ
ぱ
り
し
た
心
境
で
あ

っ
た
。

こ
の
勉
強
を
通
し
て
痛
感
し
た
こ
と
は
、
彫
刻
史
や
絵
画
史
に
較

べ
て
、
技
法

で
分
断
さ
れ
て
い
る
観
の
あ
る
工
芸
史
の
研
究
が
美
術
史
と
し

て
大
き
く
立
ち
お
く
れ
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て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
多
少
と
も
そ

の
差
を
縮
め
よ
う
と
の
思
い
か
ら
、
執
筆
し
た
の
が

「平
安
工
芸
の
編
年
的
考
察
」
と

の
副
題
を
附
し
た
三
篇

の
論
文

で

あ
る

(論
16
～
18
)
。
な
か
で

「春
日
神
箏
考
」
は
、
箏
の
形
態
と
構
造
、
蒔
絵

の
墨
流
し
技
法
と
山
水
花
鳥
の
表
現
、
螺
錨
の
宝
相
華
文
様
な
ど
、
蒔
絵
粉

の
専
門
的
研

究
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
た
も
の
で
、
九
世
紀
と
し
た
結
論
の
是
非
は
と
も
角
、
若
か
り
し
頃
の
全
力
投
球
が
記
憶
に
残
る

一
篇

で
あ
る
。
山
水
表
現
に

つ

て
る
か
ず

い
て
は
田
中

一
松
先
生
と
秋
山
光
和
氏

の
御
教

示
を
仰
ぎ
に
大
版
の
写
真
を
抱
え
て
研
究
所

へ
伺

っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

こ
の
時
期
、
指
定
工
芸
品

の
数
多
く
の
写
真

を
凝
視
し
、
三
ヵ
月
ほ
ど
か
か

っ
て
平
安
時
代
文
様
史
の
大
綱
を
把
握
し
た
。
建
築
装
飾
文
様
や
、
仏
像

・
仏
画

の
彩
色

文
様
、
天
蓋

・
台
座
な
ど
を
加
え
、
や
や
お
く
れ
て

一
論

(論
20
)
を
成
し
た
。

三

 

毛
利
久
氏
の
神
戸
大
学

へ
の
転
出

に
伴

い
、
京
都
国
立
博
物
館
の
彫
刻
に
空
席
が
生
じ
、
塚
本
善
隆
館
長
と
梅
津
次
郎
先
生
か
ら
お
誘

い
の
話
が
あ

っ
た
。

四
年
間
ほ

と
ん
ど
工
芸
と
文
様
と
に
専
念
し
、
中
断
し
て
い
る
藤
原
彫
刻
の
研
究
を
継
続
す
る
好
機
と
考
え
、
当
時
ま
だ
遠
か

っ
た
京
都
行
き
を
決
意
し
た
。
都
落
ち
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
「君
は
だ
ん
だ
ん
低
い
方

へ
動
い
て
行
く
よ
う
な
気
が
す
る
」
と
い
っ
て
悲
し
ん
で
く
れ
た
先
輩
も
あ

っ
た
が
、
遂
に
二
十
年
間
在
職
、
京
都
国
立
博
物

館
で
研
究
者
と
し
て
の
幹
ま
わ
り
は

一
段
と
太
く
な
り
、
伸
び
の
び
と
枝
を
伸
ば
す
こ
と
が
出
来
た
。
と
く
に
十

一
年
間
資
料
室
長
と
い
う
図
書

・
写
真
を
抱
え
た
職

に

あ
り
、
当
時
は
二
十
四
時
間
警
備
員
が
通
用
門

に
配
備
さ
れ
て
い
る
頃
で
、
深
夜
ま
で
在
室
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
効
率
よ
く
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
昼
は
実
物

に

触
れ
、
夜
は
資
料
に
囲
ま
れ
る
。
願

っ
て
も
な

い
環
境
で
あ

っ
た
。

昭
和
四
四
年
、
故
上
野
精

一
翁

(朝
日
新
聞
社
主
)
の
遺
志
を
受
け
、
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
が
設
立
さ
れ
、
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
が
主
体
と
な

っ
て
助

成
を
受
け
、
仏
教
美
術
研
究

の
基
本
資
料
の
集
成
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
。
写
真
資
料
を
主
体
と
し
た
が
、
京
都
府
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
降

の
寺
院
調
査
録
や
社
寺
宝

物
台
帳
な
ど
の
複
本
を
網
羅
的
に
作
成
し
、
そ
の
寺
院
別
の
索
引
目
録

(著
2
)
を
作
成
し
た
。
昭
和
四
七
年
以
降
は
毎
年

一
回
、
博
物
館
の
展
示

に
連
繋
す
る
か
た
ち

で
研
究

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
関
連
資
料
を
加
え
な
が
ら
そ
の
報
告
書
を
刊
行
す
る
の
が
例
と
な

っ
た
。

一
〇
年
以
上
に
わ
た

っ
て
こ
の
事
業
を
担
当
し
た
の
は
大
き

な
収
穫
で
あ
り
刺
戟

で
も
あ

っ
た
。

京
都
国
立
博
物
館
時
代
の
前
半
期
は
、
日
本

の
仏
教
美
術
研
究
に
と

っ
て
、
二

つ
の
大
き
な
出
版
事
業
が
行
わ
れ
た
時
期

で
あ
る
。

一
は
中
央
公
論
美
術
出
版
に
よ
る
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『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成

平
安
時
代

造

像
銘
記
篇
」
(著
12
)
と
同

『重
要
作
品
篇
」
(著
20
)
、
他
は
岩
波
書
店
に
よ
る

『奈
良
六
大
寺
大
観
』
(著
16
)
と

『
大
和

古
寺
大
観
』
(著
28
)
の
刊
行
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
詳
細
な
調
査
と
写
真
撮
影
を
必
要
と
す
る
事
業
で
、
夕
刻
か
ら
深
夜

に
か
け
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
近
付
く
こ
と

の
難
し
か

っ
た
数
々
の
名
品
を
親
し
く
拝
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
研
究
者

に
と

っ
て
は
心
躍
る
時
間
で
あ
り
、
大
き
な
財
産
を
手
中
に
し
た
に
等
し
い
悦
び
で
あ

っ

た
。京

博
時
代
前
半
期
は
藤
原
時
代
の
彫
刻
が
主
た
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
金
剛
力
十
像

に
関
す
る
も
の

(著
1

・
論
23
)
の
ほ
か
、
丈
六
像
と
し
て
法
金
剛
院
像

(論
24
)
、

地
蔵
院
像

(論
25
)
、
万
寿
寺
像

(論
26
)
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
、
大
治
五
年

(
=

三
〇
)、
十

一
世
紀
初
め
、
十
二
世
紀
後
半
に
位
置
づ
け
た
。

加
え
て
舞
鶴
円
隆
寺
像

(論
28
)
を
万
寿
年
中

(
一
〇
二
四
～
二
七
)
、
久
御
山
西
林
寺
薬
師
如
来
坐
像

(論
29

・
43
)
と
焼
失
し
た
壬
生
寺
地
蔵
菩
薩
坐
像

(論
37
)
も
同
様

に
定
朝

の
初
期
の

作
と
し
た
。
加
え
て
、
天
暦
前
後

の
時
代
の
新
出
例

(論
33
)
、
康
尚
時
代
の
七
例

(論
19

・
32

・
45

・
48
)
を
加
え
る
な
ど
し
て
、
よ
う
や
く
藤
原
彫
刻
の
展
開
に
対
す

る
眼
が
開
き
始
め
、
わ
か
ら
な
か

っ
た
定
朝
時
代
の
作
例
も
指
摘
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の

一
応

の
ま
と
め
と
し
て
、
「和
様
彫
刻

の
成
立
と
展
開
」
(
著
39
)

と

「定
朝
以
後
の
諸
相
」
(著
40
)
お
よ
び

「
和
様
彫
刻

の
世
界
」
(著
38
)
の
三
論
が
あ
る
。
藤
原
時
代

の
彫
刻
を
志
し
て
か
ら
二
十
年
余
り
を
経

て
、
よ
う
や
く

一
説

を
成
し
た
。

こ
の
他
興
福
寺

の
ユ
ニ
ー
ク
な
玄
朝
祢
板
彫
十
二
神
将
像
を
中
心
に
平
安
風
の
ユ
ー
モ
ア
に

つ
い
て
論
じ
た
小
著

(著
4
)

が
あ
る
。
参
考
図
書
が
少
な
く

て
苦
労
し
た
神
像
と
狛
犬

の
通
史

(著
26
)
の
執
筆
も
忘
れ
難
い
。

京
博
時
代
の
後
半
期

の
特
筆
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
林
屋
辰
三
郎
館
長
の
提
案
に
よ
り
、
京
都
国
立
博
物
館
が
研
究
紀
要

『
学
叢
」
(年
刊
)
を
も

つ
こ
と
に
な

っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
昭
和
五
二
年
創
刊
、
美
術

・
考
古
を
主
と
す
る
研
究
雑
誌
と
し
て
図
版
枚
数
を
充
分

に
確
保
し
た
豪
華
版
で
あ
る
。
図
版
と
し

て
の
大
き
さ
は

『
国

華
」
に
ゆ
ず
る
が
、
必
要
な
分
だ
け
図
版
頁
を
設
け
る
と
い
う
、
融
通
の
効
く
方
式
は
、
わ
れ
わ
れ
美
術
史

・
考
占
の
研
究
者
の
理
想
と
す
る
発
表

の
場
と
な

っ
た
。

こ

の
場
を
借
り
て
の
小
論
は
合
わ
せ
て
八
篇
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
頭
初
の
三
篇
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
檀
像
系

の
重
要
な
占
密
教
彫
像
に
関
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

す

で
に
三
〇
才
前
後

の
若

い
頃
か
ら
強
く
魅
か
れ
て
い
た

一
木
彫
1
い
わ
ゆ
る
貞
観
彫
刻
の
検
討

に
よ
う
や
く
手
を
染
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
先
頭
を
切

っ
た

の
は

「
神
護
寺
薬
師
如
来
立
像
と
そ
の
周
辺
」
(著
37
)
で
、
こ
こ
で
は
怨
霊
仏
と
い
う
異
常
な
精
神
世
界
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
盛
唐
期
の
鬼
才
呉
道
子
が
創
め
た
風
動
表

現
が
そ
の

一
画
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
わ
せ
て
数
多
く
の

一
木
彫
が
貞
観
彫
刻
と
い
う
枷
を
脱
し
て
、
八
世
紀
に
ま
で
湖
り
得
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は

一
種
の
放
言
に
終

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
確
認
作
業
は

一
作
ご
と
の
実
査
を
踏
ま
え
て
の
、
石
垣
を
積
み
上
げ
る
よ
う
な
粘
り
強

い
観
察
と
記
述

が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
積
み
終

っ
て
は
じ
め
て

一
説
が
成
る
の
で
あ
る
。
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『学
叢
』
に
執
筆
し
た
五
篇

(論
46

・
57

・
71

・
84

・
95
)
は
、
兵
庫
楊
柳
寺
像
、
三
重
観
菩
提
寺
像
、
愛
知
高
田
寺
像
、
東
大
寺
四
月
堂
像
お
よ
び
奈
良
法
華
寺
像

な
ど
い
ず
れ
も
重
要
な
作
例
ば
か
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
併
行
し
て

『
日
本
美
術
工
芸
』
に
お
願
い
し
て
、

"
古
仏
巡
歴

"

(論
49
～
88
の
う
ち
36
篇
)
と
し
て
三
力
年
、

計
三
十
六
篇
の
小
論
を
連
載
し
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
の
ち
に

「古
密
教
彫
像
研
究
序
説
」
(論
91
)
を
前
文
と
し
、
『古
仏
-
彫
像
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
(著
5
)
と
し

て
刊
行
し
た
。
同
じ
頃
、
至
文
堂
日
本
の
美
術

の

『
檀
像
』
(著
6
)
も
刊
行
さ
れ
た
。

執
筆
順
は
と
も
角
、
私
が
最
初
に
霊
木
化
現
像
と
い
う
、
従
来
説
か
れ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
神
仏
習
合
彫
像
に
気
付
い
た
の
は
、
折
し
も
奈
良
国
立
博
物
館

に
出
陳
中

の
京
都
加
茂
町
海
住
山
寺

の
本
尊
像
を
拝
し
た
折
で
あ

っ
た
。
し
か
も
全
面
に
残
る
黄
土
彩

(白
檀
色
)
か
ら
霊
木
と
白
檀
と
の
観
念
上
の

一
体
化
も
す
で
に
実
現
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
。
精
緻
な
彫
り
口
を
見
せ
る
白
檀
像
と
、
こ
れ
と
は
対
照
的
な
粗
い
彫
り
口
を
も

つ
霊
木
化
現
像
と
が
、
日
本
で
思
想
的
に
繋
が

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
作
例

の
う
ち
相
当
数
が
行
基
御
作
伝
承
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
日
暮
れ
て
道
遠
し
の
観
が
あ

っ
た
。

こ
の
時
期

に
、
大
学
院

で
行
わ
れ
た
古
い
米
沢
先
生
の
呉
道
子
の
講
義
を
思
い
起
し
、
大
筋
の
骨
格
を
借
用
し
な
が
ら
執
筆
し
た
の
が

「
東
洋

に
お
け
る
雲
気
表
現

の

衰
滅
」
(論
39
)
と
題
す
る
小
論

で
あ
る
。
処
女
論
文

に
お
い
て
雲
気
文
と
呼
ぶ
べ
き
を
雲
文
と
し
て
記
述
し
た
非
を
訂
正
す
る
意
味
も
あ

っ
た
。
次
い
で
こ
の
段
階
で
ま

だ
気
付

い
て
い
な
か

っ
た
、
中
国
起
源
の
雲
気
化
生
と
イ
ン
ド
起
源
の
蓮
華
化
生
と
の
六
朝
時
代

に
お
け
る
融
合
現
象
に
つ
い
て
触
れ
、

飛
鳥
仏
か
ら
発
す
る
気
と
そ
れ

故
に
生
れ
る
神
秘
な
空
間
に
つ
い
て
説
き
及
ん
だ
の
が

「飛
鳥
仏
の
世
界
」
(著
36
)
で
あ
る
。
結
果
的
に
い
う
と
論
1
は
欠
陥
を
抱
え
る
論
文
で
あ
り
、
論
39
に
お
け
る

補
正
も

一
歩

一
歩

の
感
が
深
い
。
こ
の
文
様
史
研
究
の
道
筋
に
あ
り
な
が
ら
、
特
別
展
覧
会

に
刺
戟
さ
れ
て
多
少
の
展
開
を
示
し
た
も
の
に
、
「
花
鳥
意
匠
の
基
本
思
想
」

(著
46
)
と

「神
仙
思
想
と
山
水
」
(著
50
)
の
二
篇
が
あ
る
。

い

と

し

ろ

藤
原
彫
刻

に
関
し
て
は
、
白
山
の
麓
美
濃
石
徹
白
の
銅
造
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
の
鎌
倉
中
期
説
を
否
定
し
、
藤
原
最
末
期
説
を
唱
え
た

一
論

(
論
90
)
が
あ
る
。
奥
州
藤

原
秀
衡

の
奉
納
仏
と
す
る
伝
承
が
生
き
る
こ
と
と
な
り
、
し
ば
ら
く
の
ち
の

一
時
期

マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
、
里
帰
り
と
称
し
て
半
年
間
、

中
尊
寺
で

一
字
金
輪
仏
と
並

べ

て
安
置
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

展
覧
会
が
ら
み
で
成

っ
た
論
考
と
し
て
は
、
鑑
眞
和
上
像
を
中
心
に
展
開
し
た
僧
侶
肖
像
の
流
れ
に
関
す
る
も
の
二
篇

(論
42

・
著
32
)
が
あ
る
。
肖
像
芸
術

の
価
値

を
問

い
つ
つ
、
そ
の
精
神
的
意
義
に
注
目
し
、
新
た
な
角
度
か
ら
僧
侶
肖
像
を
見
直
そ
う
と
し
た
も
の
。
ま
た
古
面
の
展
覧
会
後
に
な

っ
た
も
の
と
し

て
舞
楽
面
の
源
流

に
関
す
る
も
の

(著
42
)
と
翁
系
面
の
成
立
に
関
す
る
も
の

(論
89
)
各

一
篇
が
あ
る
。

い
ず
れ
も
中
村
保
雄
先
生
の
御
指
導
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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四

昭
和
六
二
年
、
定
年
を
わ
ず
か
余
し
、
古
原
宏
伸
先
生
に
お
願
い
し
て
奈
良
大
学
文
学
部
文
化
財
学
科

に
転
じ
た
。

こ
れ
ま
で
研
究
を
進
め
る
機
会

の
少
な
か

っ
た
飛

鳥

・
奈
良
時
代

の
本
格
的
な
彫
刻
に
関
し
て
、
年
来
抱
き
続
け
て
い
た
問
題
点
に
挑
ん
で
み
た
い
、
ま
た
鎌
倉
彫
刻

に
つ
い
て
も
、
南
都
の
優
作
を
検
討
す
る
と

こ
ろ
か

ら
始
め
て
み
た
い
と
い
う
心
が
働
い
て
の
こ
と

で
あ
る
。

ヨ

ま
ず
、
「古
仏
巡
歴
」
に
次
ぐ
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
「古
密
教
彫
像
巡
歴
」
(論
92
～
12
の
う
ち
36
篇
)
を
昭
和
六
二
年
よ
り
三
力
年
に
わ
た
り
、
同
じ
く

『
日
本
美
術
工

芸
』
誌
上

に
連
載
し
て
い
た
だ
い
た
。
前
回
の
シ
リ
ー
ズ
の
続
篇
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
、
奈
良
法
華
寺
像
、
大
阪
道
明
寺
像
、
京
都
宝
菩
提
院
像
、
兵
庫
中
山
寺
像
、

奈
良
唐
招
提
寺
像
、
京
都
醍
醐
寺
像
な
ど
、
代
用
材
に
よ
る
檀
像
の
優
作
が
登
場
し
た
。
霊
木
化
現
仏
も
十
五
点
と
な

っ
て
い
る
。

ま

　

　

三
力
年
の
間
を
置
い
て
、
「古
仏

へ
の
視
点
」

(論
12
～
14
)
と
題
し
、
第
三
回
目
の
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま

っ
た
。
平
成
五
年
よ
り
ニ
カ
年
、

二
十
四
回

で
中
断
し
た
が
、

あ
と

一
年
を
も

っ
て
終
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
「古
仏

へ
の
視
点
」

で
は
地
方

に
遺
る
雄
作
に
眼
が
向
け
ら
れ
、
途
中
で
は
あ
る
が
、
和
歌
山
県
五
、
大
阪
府
二
、

滋
賀
県
四
、
島
根
県
四
、
新
潟
県

一
、
静
岡
県

一
、
岩
手
県
二
、
秋
田
県
二
と
な

っ
て
い
る
。
大
半
は
霊
木
化
現
仏

で
、
中
部
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
か
け
て
、
鈷
彫
仏

が
登
場
し
た
。

よ
し

か

行
基
伝
承
を
含
む
霊
木
化
現
仏

の
私

の
提
唱

に
、
み
ず
か
ら
各
地
を
巡

っ
て
確
認
さ
れ
、
強
力
な
賛
意
を
示
さ
れ
た
の
は
、
安
藤
佳
香
氏
を
介
し

て
お
近
づ
き
を
得
た

た
け
し

に
り

ぶ
り

梅
原
猛
先
生

(国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
i
長
)
で
あ
る
。
ま
ず
は

『
芸
術
新
潮
』
の
平
成
三
年

一
.
二
月
号
を
霊
木
化
現
仏
と
行
基
仏
の
特
集
号

(論
12

・
12
)
と

す
る
労
を
と
ら
れ
た
。
同
社
は
総
力
を
あ
げ
て
写
真
情
報
を
満
載
し
、
難
し
い
論
文
よ
り
も
視
覚
に
直
接
訴
え
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
方
法

で
読
者
を
魅
了
し
た
。
写
真
文

章
と
も
に
、
私
自
身
が
思
わ
ず
う
な
る
ほ
ど
の
出
来
栄
え
で
あ

っ
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
も
各
社
が
と
り
あ
げ
、
学
術
的
な
論
争
を
経
る
こ
と
な
く
、

一
挙

に

一
般
層
に
私

の
考
え
方
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
筋
の
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
神
仏
習
合
の
世
界
で
あ
る
。
従
来
の
論
と
対
比
さ
せ
、
下
か
ら
の
習
合
を
説
い
た

一
論

(著
60
)

が
あ
る
。

ま
た
梅
原
先
生
は
、
学
習
研
究
社
の
美
術
全

集

『
人
間
の
美
術
』
4

(天
平
時
代
)
の
図
版
構
成
を
す
べ
て
私
に

一
任
さ
れ
、
個
性
的
な
編
集
を
容
認
さ
れ
た

(著
61
)。

大
幅
に
通
説
と
は
異
な
る
自
説
を
展
開
す
る
場

と
し
て
は
、
多
数

の
研
究
者
が
協
力
し
て
成
る
美
術
全
集
は
不
向
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
不
意
に
訪
れ
た
幸
運
で
あ

っ
た
。

よ
い
こ
と
は
重
な
る
も
の
で
、
辻
惟
雄

・
高

階
秀
爾

(と
も
に
東
京
大
学
教
授
)
さ
ん
の
責
任
編
集
に
な
る

『岩
波
日
本
美
術
の
流
れ
』

の
第
二
巻
、
七
～
九
世
紀

の
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美
術

(著
7
)
を
自
由
に
書
い
て
み
な
い
か
と
い
う
お
誘
い
が
あ

っ
た
。
従
来
の
作
品
羅
列
的
な
美
術
史
で
は
な
く
、
様
々
な
切
り
口
の
な
か
に
作
品
を
列

べ
、

こ
れ
ら

を
束
ね
る
こ
と
で
、
思
想
史
と
も
絡
み
合
う
新

し
い
美
術
史
を
書

こ
う
と
思
い
立

っ
た
。
幸
い
に
も
そ
れ
ま
で
に
発
表
し
て
来
た
数
多
く

の
小
論
が
役
立
ち
、

そ
の
欠
落

部
分
の
み
を
新
た
に
執
筆
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
天
与
の
賜
物

で
あ

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

最
後
の
よ
い
こ
と
は
、
林
屋
辰
三
郎
先
生
の
監
修

に
な
る

『
民
衆
生
活
の
日
本
史

・
木
』
の
な
か
に
、
霊
木
化
現
仏
の

一
項
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
行
基
が
列
島

の
全

域
に
定
着
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
神
仏
習
合
思
想
と
そ
の
遺
例

に
つ
い
て
述
べ
る
ス
ペ
ー
ス
を
与
え
て
下
さ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
衆
生
活

に
眼
を
向
け
る

こ
と
は
永
年

の
夢

で
あ

っ
た
。

研
究
生
活
四
〇
年
余
り
、
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
こ
こ
に
は
書
き
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
方
が
た
が
手
を
差
し
伸

べ
、
導

い
て
下
さ

っ
た
こ
と
が
思
い
浮
か
ん
で
来
る
。

た
だ
謝
恩
の
二
字
あ
る
の
み
で
あ
る
。

(平
成
七
年

一
月
記
)
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